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オランダにおけるピースフルスクールの授業づく り に関する教育方法学的一考察- 日本での授業づく りに活かすために一 
A Study on the Lesson of Peaceable School in the Netherlands Developing 
“Peaceable Lessons” in Japan 

奧 村 好 美* 萩 野 奈 幹** 
OKUMURA Yoshimi HAGIN0 Namiki 

本稿では、 オラ ンダのピースフルスクールの授業づく り を教育方法学的に考察することで、 日本における授業づく り に

活かすための足がかり を得るこ と を目的と した。 そのために、 まずは教育目標、 教材 ・ 教具、 指導過程 ・ 学習形態、 教育

評価の 4 つの視点でピースフルスクールの授業づ く り について考察を行い、 それぞれにおいて重視されているこ と を整理

した。 次に、 1 つの試みと して、 先述した 4 つの視点をふまえて日本での授業案を提案した。 その結果、 日本での実践に

あたってのポイ ントや留意点を指摘できた。 ①日本でピースフルスクールのよう な授業を実施するためには、 形式だけ真

似をするのではな く 、 理念を参照しつつ、 子どもたちに願う姿をもとに授業を柔軟に組み立て、 子どもたちの生活とつな

げていく こ とが重要であるこ と、 ②特定の価値を教え込もう とするのではなく 、 一人ひとりに違いがあるこ と を尊重しつ

つ、 共に生きるあり方を学べるよう にするという理念をもとに、 参考にできる枠組みを参照するこ と、 ③子どもたちだけ

でなく 、 教師自身も子どもに求める振る舞いを日々の指導の中で体現できているかを自問することが重要であると考えら

れた。 以上のよう な形で授業づ く り を行う こ とによって、 オラ ンダのプロ グラムの理念等を尊重しつつ、 日本の子どもた

ちに合う授業づく りの道が開かれるよう に思われた。 

キーワー ド : ピースフルスク ール , ピース フルレ ッス ン、 オラ ンダの教育

Key words : Vreedzame school (peaceable school) , peaceable lesson, education in the Netherlands 

1 . はじめに
本稿では、 オラ ンダのピースフルスクールの授業づ く

り を教育方法学的に考察することで、 日本における授業

づく りに活かす足がかり を得ること を目的とする。 オラ

ンダのピースフルスクール (Vreedzame School) とは、
社会的コ ンビテンシーや民主的市民性を育成するための

主に初等学校向けのプロ グラムである ' )。 ニ ュ ー ヨ ーク

で開発された 「 コ ンフリ ク ト を創造的に解決するプロ グ

ラム (Resolving Conflict Creativity Program)」 をもとに、
ユ ト レヒ ト大学 (Universiteit Utrecht) のデ ・ ウ'イ ンタ一 
(de Winter, M ) 教授の協力等を得ながら、 教育サポー
ト機関のエデユニク社 (Eduniek) が開発を行った。
このプログラムの特徴は、 大き く 3 つにまとめられる。 

ーつめは、 週に一度プログラムにもとづ く授業が実施さ

れているこ とである。 本稿では、 この授業のこ と をピー

スフルレ ッス ンと呼ぶ。 二つめは、 メ デイエー タ一 (け

んか等の仲裁をする人) の育成である。 ピースフルスクー

ルでは、 高学年の子どものう ち希望者が学外で研修を受

け、 メ デイエー タ一 の資格を取り 、 子ども同士の衝突が

起きた際に仲裁を行う。 三つめは、 こう した取り組みを、

地域を巻き込んで実施しているこ とである。 場合によっ

ては、 地域の人や保護者が研修を受けるこ と もある。 

これらの 3 つは互いに大き く 関わっており、 切り離す
ことはできない。 しかしながら、 研究の第 1 段階と して、
本稿では、 ピースフルレ ッスンと呼ばれる授業づく りの

側面に焦点を当てて考察を行いたい。

本プロ グラムは、 日本にも紹介され、 実践も行われて

きている。 例えば、 リ ヒテルズ直子は、 ピースフルスクー

ルプロ グラムの授業や研修の様子などを含むプロ グラム

の全体像を具体的に紹介している 2) また、 奥村好美は、
ピースフルスクールがいかにその教育の質を評価、 改善

しているかに焦点を当てて、 分析している 3) さ らに、 熊
平美香は、 オラ ンダのピースフルスクールプロ グラ ムを

紹介すると共に、 日本版に再開発し、 日本での取り組み

を進めている 4)
このよ う に、 オラ ンダのピースフルスクールについて

は、 すでに日本に紹介されており 、 日本版にアレ ンジさ

れたピースフルスクールプロ グラ ムの取り組みも実施さ

れている。 このこ とから、 日本での関心が高まっている

といえる。 しかしながら、 プログラムの概要的な紹介及

び最初からアレ ンジされたプロ グラムの提供のみでは、

日本の教師たちがオラ ンダのピースフルスクールプロ グ

ラムの理念や考え方を活かして子どもたちに市民性を育

成したいと願っても、 目の前の子どもたちに応じた授業
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づく り を行う こ とに困難を伴う恐れがある。

そこ で、 本研究では、 オラ ンダのピースフルスクール

におけるピースフルレ ッスンの授業づ く り を教育方法学

的に考察する。 教育方法学的な考察としては、教育目標、

教材 ・ 教具、 指導過程 ・ 学習形態、 教育評価の 4 つの視
点で 5) 考察を行う 。 こ れにより 、 オラ ンダのプロ グラ

ムにおける授業づく りで核となる考え方を抽出する。 そ

の上で、 1 つの試みと して、 日本での授業案を提案し、
日本での実践にあたってのポイ ントや留意点の整理を行

う 。 それにより 、 日本においてピースフルレ ッスンの考

え方を活かした授業づく り を行う道を開きたい。

なお、 ピースフルスクールプロ グラ ムの新しいウェ ブ

サイ ト によれば、 ピースフルスクールプロ グラ ムは発展

協議、 意見形成

と意思決定

・ 見解をもつ

・ 自分の見解を

擁護する

・ 他の人に耳を

傾ける

・ 異な る見解に

立って考える

・ 討論する

・ 見解を変える

準備ができてい

る

・ 妥協する

・ 決定 したこ と

に忠実である

・ 少数派の見解

を考慮する

・ 批判的に考え

る

・ 情報 を集め、

批判的に分析す
る

を続けており 、 例えば高学年のブロ ック 6 ) の内容が一 
部新し く 更新されるなどしている 7) しかしながら、 本稿
では、 資料の関係上、 基本的にピースフルスクールの教

師用指導書第 4 版 (2011年版) と、 それに合わせてピー
スフルスクールの旧ウェ ブサイ ト の情報にも とづいて分

析を行う。 

2 . ピースフルスクールプログラムの概要
まず、 ピースフルスクールでは、 ク ラスや学校は生活

コ ミ ュニティ とみなされる 8)そのコ ミ ュニティ で子ども

たちは、 自分が聞いてもらい、 見てもらっていると感じ、

「声」 を獲得する。 また、 子どもたちは 「民主的な市民」

であるとは、 何を意味するのかを学ぶ。 さ らに、 ピース

表 1 ピースフルスクールプログラムの目標 (詳細版) 

衝突を対処する

衝突解決の理

解と知識

・ 衝突解決の自

分のスタ イルに

ついての理解

・ 他の人の立場

に立って考える 

交渉する

' ウ イ ン ' ウ イ
ンの解決を追求

する

・ 身体的も し く

は精神的暴力を

放棄する

・ 仲裁の知識

・ 仲裁の技能

・ 衝突の際の怒

りに対処する

コ ミ ュ ニテ ィ へ

の責任 

互いへの責任 

ク ラ ス、 学校

や地域への責任 

気遣い

・ 正義感

・ 参加

・ イ ニシアチブ

を取る

・ 会話に加わり、

共に考える

・ 規則を守る

・ 共働する

・ 助けになるこ

と

基礎的な個人内の構成要素 :
・ 内省

・ 自信 / ポジティ ブな自己イ メージ
・ 自己マネジメ ン ト / 自分の衝動をおさえる
こ とができる / 自己コントロール
・ 自分の振る舞いが他者へもたらす効果の理

解

違いに対してオ

ープンである

・ 寛容

・ 他人の規則や

習慣に合わせる 

異なる人生哲

学や生活スタイ

ルを尊重する

・ 異なる生活状

態にある、 異な

る文化の、 他者

に共感する

・ 信仰の、 意思

表明の自由に建

設的に対処する 

先 入 観

(vooroordee1) と
判断 (oordee1) の
間の違い

・ 哲学的 (イデ
オロギーの) 潮
流の知識

民主的なリ テラ

ンー

・ 民主的な制度

(第二議会、 憲
法など)
・ 民主主義的な

行動ルール

・ 民主主義にお

ける権利と義務 

民主主義の原

理 (選挙、 支持
者、 議員団)
・ 民主主義にお

けるメ ディ アの

役割

基礎的な人間関係の構成要素 :
・ 感情移入 / あなた自身を他の立場に置いて
考えるこ とができ、 考えたい

・ パースペクティ ブを変えるこ とができる

・ 他の人の行動や動機の理解

・ 好奇心が強い / 他者や何か新しいものに対
しオープンである

積極的で社会的かつ道徳的な雰囲気 :
・ 教師たちは快く働いている

・ 教師たちによる不適格な行動は未然に防がれている

・ 子どもたちは安全に感じている

・ 子どもたちは聞いてもらい見てもらっていると感 じている 

みんな他者の立場に喜んで立つ

・ みんな互いに積極的な方法で接している

・ 子どもたち自身の力が活用されている
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フルスクールでは、 子どもたちが、 自分たちがそこにい

るこ とが重要であるこ と、 つまり自分たちが 「重要であ

る」 こ とを経験することで、 子どもたちにパースペクティ

ブと希望を提供するこ と も重視されている。 これらの思

想がプロ グラムの根底にある。

プロ グラムでは、 子どもたちが、 図 1 の 5 つを学ぶこ
とが目指されている。 

1 . 民主的な方法で、 互いに決定を行う
2 . 建設的に衝突を解決する
3 . 互いのため、 コ ミ ュニティ のために責任を取る
4 . 人々の間の違いに対してオープンな態度を取る
5 . 私たちの民主的な社会はどんな原理で整えられて
いるのか

図 1 ピースフルスクールプログラムの目標

また、 表 1 では、 目標が詳細にコ ンビテンシーと して
記述されている。 表 1 を見ると、 子どもレベルの目標だ
けでなく 、 教師レベルや学校レベルでの目標も含まれて

いる。 また、 コ ンビテンシーと されているものの中には、

衝突を解決するための方法といった知識や、 実際に仲裁

できる、 議論できるといった技能、 衝突を積極的に解決

したいという意思といった態度が含まれている。 知識だ

けでなく 、 技能や態度も省察のために蓄積される学習プ

ロセスにおいて重要な役割を果たす。 子どもたちは、 例

えば衝突に対処する際の自分独自のスタイルを省察する

こ と を学ぶこ と も求められている。 コ ンビテンシーとは、

こう した知識、 技能、 態度、 省察の混合物であると考え

られている。

また、 民主的なリ テラシーが含まれているこ とからは、

プロ グラムの学びをクラスや学校内にと どめるのではな

く 、 社会の仕組みや社会で生きていく こ とへとつなげる

こ とが求められているこ とがわかる。 実際、 プロ グラム

では、 学年が上がってく ると、 選挙の仕組みなどを含め、

民主主義についても学べるよう になっている。

こ う したプロ グラムにおいて、 ピースフルレ ッス ンは

中核と なる。 レ ッスンは、 次の 6 つのブロ ッ クで構成さ

れている。 このブロ ックは全学年共通している。 毎年同

じ内容のブロ ックを実施するこ とで、 発達段階に合わせ

て、 少しずつより深く 学べるよう にカリキュラムが組ま

れているといえる。 

1 . お互いにクラスの一員である
2 . 自分たちで衝突を解決する
3 . 互いに分かり合う
4 . お互いに心を持っている
5 . みんな自分なりに貢献している
6 . 私たちはみんな違う

図 2 ピースフルレ ッスンのブロ ッ ク
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本稿では、研究の第 1 段階と して、 このピースフルレッ
スンに焦点を当てる。 しかしながら、 ピースフルスクー

ルは、 単なる一連の授業以上のものであるこ とが強調さ

れている。 授業は単に重要な 1 手段にすぎないという。 
それ以上に、 クラスの教師や子どもと関わる学校内の全

ての大人が、 いつでも どんな状況でも ピースフルスクー

ルの思想を日常に適用するこ とが重要であると されてい

る。 も し子どもたちの間に衝突が起きた場合、 それを自

分たちで建設的な方法で解決してほしいと望むのであれ

ば、 教師と して自分もそう しなく てはならないと考えら

れているのである。

また、 プロ グラム導入に際しては、 授業の実施以外に

も、 学校教職員向けの研修やクラス訪問、 保護者向けに

情報を提供する保護者会やワー ク シ ヨ ツプ、 子どものメ

デイエー タ一 の研修等が総合的に実施される。 これらに

ついては、 先述した先行研究等を参照されたい。 

3 . ピースフルレッスンの教育方法学的考察
( 1 ) 教育目標
本節では、 ピースフルレ ッスンの教育目標について整

理する。 表 2 は、 旧ウェ ブサイ ト上に示されている各ブ
ロ ッ クの内容を表にしたものである 9)。 ただし、 表 2 に

示されている各ブロ ックの内容は、 本稿で参照している

教師用指導書の目標と大きく対応しており、 目標と捉え

て良いと考えられる。 教師用指導書では、 学年によって

目標記述にやや違いが見られたため、 ブロ ック共通の目

標に関する記述と捉えられるものを表 2 で示した。
表 2 を見ると、 年度の最初に実施されるブロ ックでは、
クラスづ く りが行われ、 積極的な雰囲気形成やルールづ

く り と と もに、 子ども自身が自分たちの役割や責任を考

えるこ とが目指される。 続いて、 ブロ ック 2 では、 衝突
に自分たちで対応できるよう になることが目指される。 

ステッププラ ンというのは、 衝突を解決するためのステッ

プを示したものであり、 その流れに沿って進めてい く こ

とで、 子どもたちが自分たちで衝突を解決できるよう に

なっているものである。 こ う したピースフルレ ッスンで

の学びを、 学校生活で衝突が起きた際には活かすことが

期待されている。 さ らに、 ブロ ッ ク 3 では、 子どもたち
がより良いコ ミ ュニケーシ ョ ンを取れるよう になるこ と

が目指されている。 これは、 衝突の解決だけでなく 、 衝

突を未然に防ぐ鍵であると も考えられている。

ブロ ック 4 では、 テーマと して感情が取り上げられ、
そこでは、 主に自分の感情認識と言語化、 他者の感情の

受け入れという 2 つが目指される。 ブロ ック 5 では、 コ
ミ ュニティ の中で積極的に責任を取り、 貢献するこ との

重要性を学ぶことが求められる。 最後に、 ブロ ック 6 で
は、 違いに対 してオープンであるこ とが目指される。 子

どもたちは身近な家族やクラス、 学校、 学校外や世界に
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表 2 ピースフルレ ッ スンの各ブロ ッ クの目標

1 ブロ ック 1 (お互いにクラスの一員である) では、 クラスの形成やクラス内に積極的な雰囲気を作り 

出すこ とに主眼が置かれている。 児童と と もに、 私たちは互いにクラス内でどのように関わるかにつ 

いて約束を行う。 児童白身が任務や責任を考え出す。 

2 ブロ ック 2 ( 自分たちで衝突を解決する) では、 児童たちは 「衝突」 とい う理解を学び、 どのよ うに 

衝突に対応 し う るかについての視点(zich t)を得る。 このブロ ックの後、 私たちは、 児童が、 簡単なス

テ ッププラ ンを使って、 衝突を自分たちで解決すること を期待する。 

3 ブロ ック 3 (お互いに分かり合 う ) では、 コ ミ ュニケーシ ョ ンに関心が払われる。 良いコ ミ ュニケー

シ ョ ンは衝突を解決し未然に防ぐ鍵である。 このブロ ックでは、 私たちは誤解の役割に特に関心を払 

う。 他者の立場に立ち、 気持ちを考え、 積極的に聞き、 要約するこ とができるよ うになる。 

4 ブロ ック 4 (お互いに心を持っている) では、 感情が中心となる。 このブロ ックでは、 と りわけ衝突 

解決のための 2 つの重要な技能が学ばれる : あなた自身の感情を認識し、 それについて話すことがで 

きる技能と、 他者の感情を認め、 受け入れる技能。 

5 ブロ ック 5 (みんな自分なりに貢献している) は、 最初の実行の年は、 衝突の仲裁についてであり、 

その後児童の参加が中心となる。 

6 ブロ ッ ク 6 (私たちはみんな違う ) は、 違いに対 してオープンであるこ とが中心となる。 子ども達は 

家族、 クラス、 学校、 学校外や世界において、 類似点や相違点を調べる。 

おける類似点や相違点を探る。

こ れらは、 先述したプロ グラム全体の目標と も重なる

点が多い。 人はみんな違う という前提をもとに、 それで

も自身や他者の感情を認め、 わかりあい、 貢献し合う こ

とで、 衝突を防ぐと と もに、 衝突が起きた際には解決で

きるよう に、 日々の生活へ活かすことが重視されている。 

こ う したピースフルレ ッスンを通じての学びを学校全体

で教師もと もに体現していく こ とで、 プログラム全体の

目標へとつながっていく と考えられる。

なお、 ピースフルスクールでは、 このよう な内容と関

わる言葉の教育についても重視されている。 そのため、

各学年、 各ブロ ックごとに子どもたちに示される語彙が

整理されている。 中には同じ単語が複数の学年にまたがっ

て示されている場合もある。 単語には、 衝突 (bet con- 
f lict) のよう にレ ッスン内容に直接関わるよう な単語も
あれば、 イ ント ロ ダク ショ ン (de binnenkomer) のよう
に指導過程に特有な単語もある。 また、 日本の 6 年生に
あたる 8年生になると、 民主主義 (do democratie) や候

補者 (de kandidaat) のよう に社会の仕組みに関わるよ
う な単語も含まれている。 

( 2 ) 教材 ・ 教具
本節では、 ピースフルレ ッス ンで使われる教材 ・ 教具

について取り上げる。 教材は、 固定的なものが毎回使用

されるわけではない。 テーマに合わせて、 子どもたちが
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具体的にイ メ ージしやすいよう な生活に近い文脈、 また

子どもたち自身がピースフルレ ッスンで活動したこ とな

ど、 子どもたちの生活と関わるものが素材と なるこ とが

多い。 そのため、 教具と しては、 授業で取り上げるテー

マに関わる、 絵本、 新聞記事、 テレ ビなど文脈を再現し

う るものや、 活動のために必要な素材がしばしば用いら

れる。 低学年の場合には、 パペツト人形を使って、 文脈

を教師が再現すること もある。

ただし、 プロ グラムに付属している子ども向けのワー

ク シー トやピースフルボールと呼ばれる地球儀の形を し

た布ボール等については、 多 く の授業で、 共通して用い

られている。 ワーク シート には、 子どもたちが読む読み

物が載っていたり、 活動したこ と を書き込む欄があった

りする。 また、 ピースフルボールについては、 子どもた

ちがサークル状で対話を行う 際に、 ボールを持っている

人が話し、 周りの人は聞く という ルールを可視化しやす

く なる。 学校によ っては、 ピースフルボール以外の物で

代用している所もある。 

( 3 ) 指導過程 ・ 学習形態
本節では、 ピースフルレ ッスンの指導過程と学習形態

を確認したい。 まず、 ピースフルレ ッスンの指導過程は、

基本的に次の 5 つの流れで構成されている。 ①イ ントロ
ダク シ ョ ンの遊び、 ②授業の流れと テーマの確認、 ③授

業のテーマに関する中心的活動、 ④振り返り、 ⑤グロー 




